
業
も
あ
っ
た
。

九
月
一
日
テ
イ
ル
マ
に
て
、
全
員
ダ
モ
イ
の
話
あ
り
。
名
前
順

に
整
列
五
百
人
く
ら
い
に
て
、
私
ほ
か
五
人
を
残
し
、
営
門
を
閉

じ
出
発
し
た
。
翌
日
五
百
人
く
ら
い
の
団
体
が
到
着
し
た
。

二
十
二
年
春
頃
よ
り
き
び
し
く
な
っ
た
民
主
運
動
の
つ
る
し
あ

げ
（
将
校
摘
出
）
。
私
も
一
般
大
衆
と
し
て
、
後
方
に
て
参
加
が
、

今
回
自
分
に
ふ
り
か
か
っ
た
。
夕
食
点
呼
後
、
残
留
六
人
に
対
し

て
、
前
職
者
（
将
校
憲
兵
、
警
察
官
等
）
の
摘
出
で
あ
る
。
正
面

壇
上
に
立
た
せ
ら
れ
、
五
百
人
の
批
判
会
で
あ
る
。
批
判
と
云
う

よ
り
罵
声
、
怒
声
の
繰
り
返
し
で
、
不
動
の
姿
勢
で
の
対
応
は
、

な
す
す
べ
な
し
で
、
終
る
ま
で
時
と
の
た
た
か
い
で
あ
る
。

翌
日
Ｋ
、
翌
々
日
Ｍ
Ｓ
、
五
日
後
に
警
察
官
、
七
日
後
Ｅ
他
の

収
容
所
に
転
出
。
私
一
人
容
疑
で
終
っ
た
。
こ
の
一
週
間
い
き
す

ぎ
た
民
生
運
動
に
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
な
り
、
前
途
不
要
、
希
望

な
し
、
や
け
く
そ
の
気
持
で
す
ご
し
た
。

九
月
十
日
頃
よ
り
一
人
の
孤
独
な
勤
務
、
馬
方
（
始
め
て
の
馬

扱
い
）

。
乾
草
刈
り
及
び
運
搬
、
馬
の
放
牧
監
視
、
食
事
運
搬
、
便

所
運
搬
、
短
期
間
、
踏
切
番
等
、
建
築
官
舎
の
材
料
監
視
（
夜
六

時
よ
り
朝
八
時
）

。
一
月
、
二
月
に
は
、
屋
外
の
全
般
監
視
あ
り
、

零
下
三
十
度
か
ら
四
十
五
度
ぐ
ら
い
の
日
が
多
く
、
遮
蔽
物
を
見

つ
け
、
薪
の
採
暖
で
動
き
つ
づ
け（
凍
傷
凍
死
の
警
戒
）

、
時
間
を

過
ご
す
の
に
苦
労
し
た
。
五
月
頃
よ
り
皆
と
一
緒
の
一
般
作
業
に

な
っ
た
。

二
十
四
年
十
月
十
三
日
、
突
然
ダ
モ
イ
命
令
、
全
員
貨
車
に
て

出
発
。
沿
線
日
本
人
の
姿
な
く
、
朝
鮮
人
の
収
容
所
と
か
わ
り
、

作
業
す
る
姿
あ
り
。
十
月
十
八
日
ナ
ホ
ト
カ
到
着
。
十
月
二
十
二

日
夕
、
名
優
丸
に
乗
船
出
港
。
十
月
二
十
五
日
舞
鶴
上
陸
。
十
月

二
十
九
日
舞
鶴
乗
車
。
十
月
三
十
一
日
夜
八
時
故
郷
夕
張
着
。

踊
ら
さ
れ
た
青
春　 

福
岡
県
　
尾
花
保
衛
　 

聖
戦!!

　
誰
が
名
づ
け
た
の
か
？
　
君
の
た
め
、
国
の
た
め

と
、
吾
が
青
春
は
大
陸
の
荒
野
に
樹
氷
花
咲
き
空
気
も
凍
る
、
ソ

連
国
境
へ
と
勇
躍
出
征
し
た
。

腰
に
は
飯
盒
を
さ
げ
、
手
に
は
銃
を
と
り
、
欺
慢
に
お
ど
ら
さ

れ
、
人
間
と
人
間
の
殺
し
合
い
に
悔
い
て
も
悔
や
み
き
れ
な
い
過



ぎ
し
歴
史
の
汚
点
を
思
う
。

昭
和
二
十
年
八
月
の
停
戦
詔
勅
の
無
条
件
降
伏
に
一
瞬
吾
が
耳

を
疑
っ
た
。
明
日
の
己
が
身
を
同
僚
と
共
に
案
じ
た
。
数
日
が
過

ぎ
た
。
或
る
日
、
突
然
隊
長
か
ら
「
吉
林
師
導
大
学
」
に
集
結
を

言
い
渡
さ
れ
、
吉
林
省
磐
石
県
磐
石
か
ら
汽
車
に
乗
り
、
吉
林
師

導
大
学
に
合
流
し
た
。

ソ
連
軍
の
監
視
下
で
一
か
月
ゆ
う
よ
何
ら
な
す
こ
と
の
な
い
ブ

ラ
ブ
ラ
の
毎
日
だ
っ
た
。
脱
走
で
も
す
る
か
、
誰
に
言
う
で
も
な

く
一
人
ご
と
。
金
網
で
囲
ま
れ
た
校
舎
で
あ
れ
ば
脱
走
も
考
え

た
。
し
か
し
、
第
一
言
葉
が
通
じ
な
い
。
食
糧
調
達
も
不
安
、
中

国
人
の
反
感
も
あ
る
。
市
中
に
は
ソ
連
兵
も
い
る
。
中
国
人
の
暴

動
も
起
き
て
い
る
口
脱
走
が
見
つ
か
れ
ば
、
直
ち
に
ソ
連
兵
の
自

動
小
銃
が
お
ど
り
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
地
獄
へ
の
道
ゆ
き
と
な

る
。
無
防
備
で
身
一
つ
の
我
々
に
は
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。

或
る
日
、
昼
食
を
食
っ
て
い
る
と
に
わ
か
に
そ
う
ぞ
う
し
く

「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ダ
モ
イ
、
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ダ
モ
イ
」
と
ソ

連
兵
が
ど
な
り
立
て
る
よ
う
に
し
て
通
り
す
ぎ
た
。

「
オ
イ
ッ
、
何
だ
」「
何
だ
」
騒
ぎ
の
な
か
に
日
本
軍
将
校
が

「
静
か
に
、
静
か
に
」
と
皆
を
制
止
つ
つ
、「我
々
は
こ
れ
か
ら
汽

車
に
乗
り
、
祖
国
日
本
に
帰
る
。
全
員
急
ぎ
私
物
を
ま
と
め
、
校

庭
に
集
合
す
る
よ
う
」
達
示
を
聞
い
た
我
々
の
喜
び
よ
う
、
ま
る

で
児
童
の
姿
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
喜
び
勇
ん
で
指
示
に
従
っ
た
。

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
声
高
に
話
し
合
っ
た
り
、
間
違
っ
て
人

の
私
物
を
袋
に
詰
め
込
み
、
な
じ
ら
れ
て
い
る
者
、
校
舎
の
中

は
、
ま
る
で
小
学
生
の
運
動
会
の
よ
う
だ
っ
た
。

祖
国
を
離
れ
て
幾
歳
月
、
思
い
は
故
郷
の
山
や
川
、
幼
な
友
達

の
顔
が
二
重
三
重
に
映
り
す
ぎ
た
。

師
導
大
学
を
あ
と
に
車
中
の
人
と
な
る
。
喜
び
を
乗
せ
た
列
車

は
、
轟
音
を
た
て
な
が
ら
一
路
曝
進
、
広
い
戦
野
の
地
に
、
果
て

し
な
く
続
く
鉄
路
の
上
を
突
き
進
ん
だ
。
二
、
三
日
後
、
誰
か
が

「
オ
イ
ッ
、
南
は
ど
っ
ち
だ
！
！
」
ま
た
、

「
誰
か
方
角
の
分
か
る
者

は
お
ら
ん
か
！
！
」
す
る
と
、「
い
や
〝
北
上
し
て
い
る
ん
と
違
う

ん
か
」「
北
上
し
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
話
が
違
う
ぞ
」

。
口
々
に
叫

び
な
が
ら
騒
ぎ
が
大
き
く
な
っ
た
。
誰
彼
と
な
く
「
真
実
を
確
か

め
よ
」
と
、
喜
び
は
一
瞬
に
し
て
不
安
へ
と
つ
の
っ
た
。

日
本
人
通
訳
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
進
路
を
北
上
し
て
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
り
替
え
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
か
い
、

洋
上
輸
送
し
て
日
本
に
帰
る
朝
鮮
経
由
。
大
連
経
由
は
敗
戦
の
日



本
に
は
皆
さ
ん
を
輸
送
す
る
船
が
無
い
か
ら
、
ソ
連
の
軍
艦
で
送

り
帰
す
」
と
の
こ
と
で
す
。
説
明
が
終
わ
る
と
一
同
の
者
は
安
堵

の
胸
を
な
で
、
再
び
雑
談
の
娯
楽
が
始
ま
っ
た
。

十
月
の
中
頃
、
黒
河
の
街
に
降
り
、
ソ
満
国
境
を
流
れ
る
ア

ム
ー
ル
河
を
渡
り
、
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
の
駅
頭
広

場
に
つ
い
た
。
時
刻
は
日
暮
れ
ど
き
、
厳
冬
の
中
、
肌
を
刺
す
よ

う
な
星
空
、
積
雪
を
か
き
分
け
、
薪
で
火
を
焚
き
暖
を
と
る
。
着

の
身
着
の
ま
ま
、
焚
き
火
を
囲
み
、
零
下
二
十
数
度
の
凍
結
し
た

路
上
で
前
身
を
暖
め
た
り
背
中
を
暖
め
た
り
し
た
。
真
夜
中
頃
、

温
度
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
零
下
三
十
度
を
下
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

の
こ
と
。
一
刻
の
睡
眠
も
と
れ
ず
夜
明
け
を
迎
え
た
。

一
片
の
黒
パ
ン
に
か
じ
り
つ
き
、
再
び
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
五
〇

屯
屋
根
貨
車
の
中
に
乗
り
込
ん
だ
。
荒
れ
果
て
た
シ
ベ
リ
ア
の

地
、
が
い
が
い
た
る
積
雪
の
な
か
を
書
も
夜
も
扉
を
締
め
た
ま

ま
、
走
る
暗
黒
の
人
間
輸
送
列
車
だ
っ
た
。

暗
い
、
辛
い
、
苦
し
い
、
寒
い
列
車
の
中
だ
っ
た
。
「
も
う
戦
は

終
わ
っ
た
ん
だ
」「
日
本
に
帰
ら
れ
る
ん
だ
」
帰
国
を
信
じ
て
い

た
皆
々
が
誰
一
人
不
安
た
く
、
故
郷
の
特
産
物
、
お
い
し
い
食
物

の
話
に
打
ち
興
じ
た
。
夕
刻
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
本
線
の
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ー
フ
カ
駅
に
着
い
た
。
こ
こ
で
夕
食
、
黒
パ
ン
一
切
れ
に
あ

ず
き
少
こ
し
極
度
の
空
腹
を
慰
め
た
。

ゴ
ト
ー
ン
ゴ
ト
ー
ン
、
前
進
、
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
な
が
ら
再

び
輸
送
が
始
ま
っ
た
。

い
よ
い
よ
シ
ベ
リ
ア
本
線
走
行
の
旅
だ
。
走
れ
走
れ!!

広
軌
の

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
速
い
。
凍
っ
た
空
気
を
引
き
裂
く
よ
う
な
鋭
い

汽
笛
の
音
。
な
か
な
か
停
車
を
や
ら
な
い
。
小
便
や
大
便
は
貨
車

の
戸
を
少
し
開
け
戦
友
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
用
を
足
し
た
。
停
車

を
す
る
と
き
は
黒
パ
ン
の
配
給
の
と
き
ぐ
ら
い
。

突
然
誰
か
が
「
オ
イ
ッ
こ
の
列
車
の
進
行
は
西
の
方
じ
ゃ
な
い

か
」「
西
の
方
に
い
け
ば
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

。
少

し
扉
を
開
け
て
沿
線
を
見
て
い
た
友
が
、「
見
よ
、
沿
線
標
識
の

キ
ロ
メ
ー
タ
の
数
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
く
ぞ
」「
ウ
ン
、
き
っ

と
こ
れ
は
モ
ス
ク
ワ
を
起
点
と
し
た
里
程
だ
ぞ
」

。
別
の
友
も

「
き
っ
と
そ
う
だ
。
モ
ス
ク
ワ
起
点
と
し
て
計
ら
れ
た
道
程
だ

ぞ
」

。
す
る
と
数
人
の
友
が「
ウ
ラ
ジ
オ
の
方
で
は
な
く
、
モ
ス

ク
ワ
方
向
だ
ぞ
」「
だ
ま
さ
れ
た!!

」「
だ
ま
さ
れ
た!!

」
貨
車
の
壁

を
た
た
き
な
が
ら
皆
が
口
々
に
の
の
し
っ
た
。
怒
っ
て
も
悔
や
ん

で
も
後
の
祭
り
。
二
、
三
日
走
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
ま
っ
た
。
全



員
下
車
の
号
令
で
寒
村
の
荒
れ
果
て
た
よ
う
な
小
さ
な
駅
に
ブ
ツ

ブ
ツ
言
い
な
が
ら
降
り
た
っ
た
。

空
き
地
の
広
い
と
こ
ろ
に
整
列
、
隊
互
を
組
ま
さ
れ
肌
を
刺
す

よ
う
な
寒
気
の
中
を
進
ま
さ
れ
た
。
凍
傷
に
か
か
ら
な
い
よ
う
鼻

を
こ
す
り
手
を
さ
す
り
凍
り
つ
い
た
路
上
の
行
軍
に
は
活
気
も
な

く
、
意
気
も
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
意
気
消
沈
。
無
言
の
歩
み
は
、

ま
る
で
屠
殺
場
に
向
か
う
羊
の
群
の
よ
う
だ
っ
た
。

山
の
中
へ
と
突
き
進
ん
で
行
く
う
ち
、
と
或
る
大
き
な
建
物
の

前
に
止
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
奥
深
い
山
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
、
旧

囚
人
収
容
所
の
あ
と
と
の
こ
と
。
周
囲
は
丸
太
で
組
み
込
ま
れ

た
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
厳
丈
な
■
で
、
そ
の
■
の
内
外
に

さ
ら
に
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
■
が
つ
く
ら
れ
、
三
重
に
囲
ま
れ

た
脱
走
防
止
の
■
で
あ
る
。
約
四
百
人
の
将
兵
は
、
ソ
連
兵
の
銃

剣
に
取
り
か
こ
ま
れ
た
が
ら
収
容
所
の
な
か
へ
と
追
い
こ
ま
れ

た
。
大
き
な
門
は
容
赦
な
く
閉
ざ
さ
れ
、
収
容
所
の
四
隅
の
高
い

や
ぐ
ら
に
は
、
早
速
警
戒
の
ソ
連
兵
が
立
っ
た
。
い
よ
い
よ
厳
凍

の
地
、
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
。

日
本
人
で
ロ
シ
ア
語
の
出
来
る
人
が
通
訳
と
な
り
、
ソ
連
軍
収

容
所
長
（
独
ソ
戦
で
負
傷
し
た
気
の
荒
い
中
尉
）
と
日
本
軍
将
校

（
大
尉
）
と
の
間
で
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
規
則
並
び
に
注
意
が
あ
り
、
日
本
軍
将
校
の
言
い
分
は
何
ら

通
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
規
則
制
約
を
破
る
者
は
即
座
に
銃
殺
す

る
と
い
う
厳
し
い
通
告
だ
っ
た
。
身
振
り
手
振
り
で
話
す
収
容
所

長
の
態
度
に
、
敗
軍
の
日
本
と
は
い
え
、
将
兵
の
皆
々
に
ふ
ん
ぬ

の
敵
意
を
あ
た
え
た
。

入
所
二
日
目
の
夜
、
我
々
の
仕
事
は
「
伐
採
」
と
知
ら
さ
れ
、

ノ
ル
マ
は
一
人
当
た
り
三
リ
ュ
ー
ベ
（
切
っ
た
丸
太
の
先
の
径
が

三
十
セ
ン
チ
で
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
六
本
枝
を
落
と
し
、

一
定
の
と
こ
ろ
に
運
搬
集
積
ま
で
）

。
十
人
一
組
と
な
り
、
二
人

引
大
型
鋸
と
斧
が
渡
さ
れ
た
。
全
員
が
ノ
ル
マ
を
一
〇
〇
％
あ
げ

る
よ
う
話
が
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
が
達
成
出
来
な
い
と
き
は
、
翌
日

の
食
事
は
減
食
に
す
る
と
の
き
び
し
い
仕
事
。

三
日
目
か
ら
、
伐
採
作
業
に
軍
服
の
う
え
に
防
寒
外
套
を
着
込

み
、
防
寒
靴
は
間
に
合
わ
ず
、
第
一
日
目
は
そ
の
様
な
服
装
で
、

枠
の
た
い
三
十
屯
撃
引
ト
レ
ラ
ー
に
乗
せ
ら
れ
、
奥
の
山
へ
、
更

に
徒
歩
で
約
一
時
間
、
深
い
雪
の
中
、
太
モ
モ
ま
で
う
ま
り
な
が

ら
山
へ
と
登
っ
た
。
目
前
に
広
が
る
広
大
な
森
林
。
シ
ベ
リ
ア
は

森
林
地
帯
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
余
り
に
も
無
限
に
広
が
る
大
森

林
に
驚
い
た
。
両
の
腕
を
ま
わ
し
て
、
や
っ
と
取
り
巻
く
様
な
赤

松
の
大
木
、
一
直
線
に
伸
び
た
「
さ
ま
」
は
内
地
の
杉
の
様
で
あ



る
。息

を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
伐
採
、
六
メ
ー
ト
ル
に
玉
切
っ
た
大

き
な
丸
太
を
数
人
で
転
が
し
た
り
、
だ
き
抱
え
た
り
し
て
集
積
場

所
へ
運
び
、
ま
た
も
と
の
と
こ
ろ
ま
で
登
る
伐
採
の
繰
り
返
し
、

慣
れ
な
い
作
業
に
極
度
の
疲
労
と
心
身
の
消
耗
に
、
収
容
所
に

帰
っ
た
時
は
言
葉
も
な
く
、
寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
、
ペ
ー
チ
カ

を
た
こ
う
に
も
薪
は
生
木
、
夕
食
を
食
っ
た
ら
何
も
か
も
な
く
、

荒
い
板
張
の
二
階
建
寝
台
に
ゴ
ロ
寝
、
壁
は
丸
太
の
積
み
重
ね
、

内
側
は
凍
結
し
た
白
い
氷
の
壁
、
入
浴
も
出
来
ず
、
防
寒
帽
を
か

ぶ
り
、
防
寒
外
套
を
着
た
ま
ま
、
靴
も
は
い
た
ま
ま
配
給
の
二
枚

の
毛
布
に
く
る
ま
っ
た
悲
惨
な
姿
は
、
流
刑
の
シ
ベ
リ
ア
囚
人
よ

り
も
ひ
ど
い
寝
起
き
の
生
活
だ
っ
た
。

ノ
ル
マ
は
な
か
な
か
あ
が
ら
な
い
。
未
達
成
の
た
め
、
朝
と
夕

の
食
事
は
「
ト
ロ
ト
ロ
」
の
粟
の
カ
ユ
が
飯
盆
の
中
蓋
に
一
杯
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
が
一
切
れ
、
二
切
れ
浮
い
た
塩
味
の
ス
ー
プ
。
こ

れ
も
中
蓋
に
一
杯
、
書
は
黒
パ
ン
（
二
百
五
十
グ
ラ
ム
）
一
個
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
薄
く
切
っ
た
の
が
二
切
れ
、
三
切
れ
は
い
っ
た
塩

ス
ー
プ
。
こ
れ
も
中
蓋
に
一
杯
、
三
食
分
を
一
度
に
食
っ
て
も
満

腹
に
は
な
ら
な
い
。

伐
採
作
業
に
は
ソ
連
軍
の
警
備
兵
が
つ
き
、
疲
労
と
衰
弱
で
動

き
が
に
ぶ
い
と
「
ダ
ワ
イ
ダ
ワ
イ
」（
早
く
や
れ
）
と
銃
の
台
尾

で
こ
づ
か
れ
た
た
か
れ
る
。

食
糧
の
不
足
は
身
体
の
衰
弱
を
増
し
、

作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
追
い
ま
く
ら
れ
、
こ
ろ
び
、
深
雪

の
中
に
倒
れ
起
き
あ
が
る
力
も
な
く
、
に
ぶ
い
動
き
の
と
こ
ろ

へ
、
切
り
倒
さ
れ
て
く
る
大
木
に
逃
げ
き
れ
ず
、
悲
運
に
も
下
敷

き
と
な
り
瀕
死
の
重
傷
に
あ
っ
た
友
を
ま
の
あ
た
り
に
見
る
。

警
備
兵
は
一
瞬
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
が
、
あ
わ
て
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
ソ
連
人
の
現
場
監
督
も
全
員
に
作
業
中
止
の
指
示
を
す

る
で
も
な
く
、
日
本
人
二
人
に
命
じ
、
急
ぎ
担
架
を
つ
く
ら
せ
重

傷
の
友
を
乗
せ
下
山
さ
せ
、
作
業
は
夕
刻
ま
で
続
い
た
。

衛
生
管
理
の
な
い
収
容
所
生
活
は「
ノ
ミ
」「
シ
ラ
ミ
」
の
発
生

と
な
り
、
日
を
経
づ
し
て
群
れ
を
な
し
、
各
人
の
下
着
衣
類
に
は

「
シ
ラ
ミ
」
が
列
を
つ
く
り
は
い
ま
わ
っ
て
い
た
。
滅
菌
設
備
も

な
く
、
夜
、
ペ
ー
チ
カ
の
焚
火
の
明
か
り
で
爪
先
で
つ
ぶ
す
以
外

に
方
法
は
な
く
、
指
先
は
血
の
つ
い
た
よ
う
に
真
赤
に
な
っ
た
。

熱
発
患
者
が
で
き
「
発
疹
チ
フ
ス
」
患
者
が
で
て
も
医
療
設
備

も
薬
も
な
く
、
ソ
連
軍
の
医
者
も
お
ら
ず
、
不
幸
に
し
て
日
本
軍

に
も
医
者
は
い
な
か
っ
た
。
衛
生
兵
の
診
断
で
隔
離
す
る
の
が
精



一
杯
で
、
人
里
離
れ
た
山
奥
の
抑
留
生
活
で
は
な
す
す
べ
も
な

く
、
作
業
か
ら
帰
っ
て
み
る
と
熱
発
患
者
は
す
で
に
な
く
、
あ
の

世
の
人
、
二
度
と
仲
間
の
顔
を
見
る
こ
と
も
な
く
、
友
は
淋
し
く

死
ん
で
い
っ
た
。

栄
養
失
調
者
は
増
え
「
発
疹
チ
フ
ス
」
は
蔓
延
し
、
患
者
の
食

べ
残
し
を
食
べ
れ
ば
、
翌
日
は
死
が
待
つ
吾
が
身
と
知
り
な
が

ら
、
極
度
の
空
腹
に
は
摂
生
の
理
性
も
な
く
、
一
刻
で
も
良
い
、

空
腹
を
満
た
す
こ
と
に
我
を
忘
れ
、
か
く
れ
て
一
気
に
飲
み
く
だ

す
姿
は
、
ま
さ
に
餓
鬼
道
そ
の
も
の
、
翌
日
は
、
熱
発
数
日
後
に

は
無
言
の
死
を
横
た
え
、
悲
し
み
の
な
か
に
も
ま
た
あ
わ
れ
で

あ
っ
た
。
一
日
も
早
く
日
本
に
帰
る
こ
と
を
念
じ
、
幼
い
吾
が
子

に
会
え
る
こ
と
を
、
口
癖
の
よ
う
に
唯
一
の
楽
し
み
に
し
て
い
た

友
が
、
願
い
か
な
わ
ず
異
国
の
地
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

吹
き
降
ろ
す
吹
雪
の
シ
ベ
リ
ア
は
寒
か
ろ
う
冷
た
か
ろ
う
と
祖

国
で
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
つ
父
母
や
妻
、
幼
子
に
永
遠
の
別
れ

を
し
た
友
を
今
更
な
が
ら
不
び
ん
に
、
は
る
か
遠
い
遠
い
北
の
空

を
み
つ
め
、
生
き
て
ふ
た
た
び
帰
ら
ぬ
友
の
霊
に
静
か
に
瞼
を
閉

じ
合
掌
す
る
。

ダ
モ
イ
東
京
　 

和
歌
山
県
　
土
永
勲
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
正
午
、
重
大
発
表
あ
り
と
し
て
、

陛
下
の
玉
音
を
聞
き
日
本
の
敗
戦
を
知
っ
た
。
当
時
ハ
ル
ピ
ン
第

二
教
育
部
隊
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
ハ
ル
ピ
ン
飛
行
場
に
お
い

て
、
武
装
解
除
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
日
本
に
帰
国
す
る
と
の
し

ら
せ
で
海
林
に
集
結
し
た
が
、
三
か
月
ほ
ど
経
っ
て
も
い
っ
こ
う

に
帰
国
出
来
る
よ
う
す
も
な
い
。
毎
日
の
よ
う
に
汽
車
は
走
っ
て

い
る
の
に
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
軍
人
や
民
間
人
が
ど
の
方
向
に

移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
と
き
の
私
た
ち
に
は
知
る
よ

し
も
な
か
っ
た
。

冬
将
軍
の
気
配
も
濃
く
な
っ
た
十
二
月
も
た
か
ば
に
、
や
っ
と

車
上
の
人
と
な
っ
た
。
貨
物
列
車
が
動
い
て
南
下
す
る
の
で
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
で
帰
国
出
来
る
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
思
い
違
い
で
、
列
車
は
間
も
な
く
北
に
．

向
か
っ
て
い
た
の
だ
。
途
中
、
列
車
は
ニ
コ
リ
ス
ク
に
停
車
し
、




